









本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 66 号（2017 年 2 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャガー
ン』日本語訳注（6）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 165 / fol. 83a









【p. 165 / fol. 83a】さて，語り手は次のように物語る 1）。
この戦い 2）から戻って，ホージャ・ブルハーン・アッディーン・アズィーズは統治の王座に
坐り，右手（oŋ qol）にアブド・アルワッハーブ・ベグ（‘Abd al-Wahhāb 3） Beg），その弟ウマ
ル・ベグ（‘Umar Beg），その息子 4）アブドゥ・サッタール・ベグ（‘Abdū Sattār Beg），アブドゥ・
ハーリク・ベグ（‘Abdū Ḫāliq 5） Beg），クチャー（Kūčār）のハーキム，アッラー・クリ・ベグ
1) Ammā rāwī andaġ riwāyat qïlurlar kim。Or. 9660, fol. 93b は「物語の章。聞かねばならない（Faṣl-i 
dāstān. İšitmäk keräk）」と記す。
2) 本書【p. 160 / fol. 80b】「日本語訳注（6）」77 頁～【p. 162 / fol. 81b】「日本語訳注（6）」79 頁で
叙述されたヤルカンド城外における戦いを指しているのであろう。
3) Or. 9660, fol. 93b; Or. 9662, fol. 108b は ‘Abd Wahhāb (‘BD VHAB) と記す。
4) アブド・アルワッハーブ・ベグの息子という意味である（本書【p. 134 / fol. 67b】「日本語訳注（6）」
57 頁の注 18 参照）。
5) Or. 9660, fol. 93b は ‘Abd Ḫāliq と記す。
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（Allāh Qulï Beg），フダー・ベルディ・ベグ（Ḫudā Berdi Beg） 6），ムハンマド・ヤール・ベグ
（Muḥammad 7）Yār Beg），サイラムのハーキム，アリ ・ーベグ（‘Alī Beg），ドーラーン（Dōlān）
のハーキム，サアーダト・ベグ（Sa‘ādat Beg），ウシュのハーキム，ホージャ・スィー・ベグ
（Ḫōja Sī Beg），その息子ムザッファル・ベグ（Muẓaffar Beg），タグリク（「山地人」）集団のベ
グたちのうち（Taġlïq gurūh begläridin），ラフマーン・クリ・ベグ（Raḥmān Qulï Beg），ファルマー
ン・クリ・ベグ（Farmān Qulï Beg），アブドゥ・ラヒーム・ベグ（‘Abdū Raḥīm  8）Beg），クル
グズのアブド・アッラ ・ーベグ（Qïrġïz ‘Abd Allāh Beg），左手（sol qol） 9）にシール・ムハンマド・
エミーン〔・ベグ〕（Šīr  10）Muḥammad Emīn [Beg] 11）），その息子アブドゥ・ラフマーン・ベグ
（‘Abdū Raḥmān Beg） 12），ユースフ・ベグ（Yūsuf Beg），ムーサー・ベグ（Mūsā Beg），ムハッラ
ム・ベグ（Muḥarram 13） Beg），ニヤーズ・ベグ（Niyāz Beg），〔カシュガルの〕 14）イシク・アガ，
フダー・ヤール・ベグ（Ḫudā Yār Beg）〔の息子〕 15），ムハンマド・エミーン・ベグ（Muḥammad 
Emīn Beg），カルガリク（Qārġālīq）のハーキム，ミール・ニヤーズ・ベグ（Mīr Niyāz Beg），
その息子ミール・アワズ・ベグ（Mīr ‘Awaḍ Beg） 16），中央（orta）にトロムタイ大人（Tōrōm-tāy 
Dārīn），ダンジン・ジャイサン（Dānjīn Jaysaŋ），アーホンたちのうち，ムッラー・クトゥルグ・
アーホン（Mullā Qūtlūġ Āḫvun），ムッラ ・ーバラート・アーホン（Mullā Barāt Āḫvun），サカル・
アーホン（Saqāl Āḫvun），ムッラー・アワズ・アーホン（Mullā ‘Awaḍ Āḫvun），ムッラー・カ
ラム（Mullā Qalam），ムッラー・ナウルーズ・ガザナチ（Mullā Navrūz Ġazānčī），サリク・ヤ
サウル（Sarīq 17）Yasāvul），イリヤース・ミールザ （ーIlyās Mīrzā） 18），スーフィーたちのうち，ムー
6) D126; Or. 9662, fol. 108b は「クチャーのハーキム，フダー・ベルディ・ベグ，アッラー・クリ・ベグ」
と記すが，Or. 9660, fol. 93b により順番を逆にする。本書【p. 134 / fol. 67b】「日本語訳注（6）」57
頁によると，クチャーのハーキムはアッラー・クリ・ベグである。
7) Or. 9660, fol. 93b は Muḥammad ではなく，Mämät (<MMT) と記す。
8) Or. 9662, fol. 108b は ‘Abd al-Raḥīm と記す。
9) D126 は SVL QVLY と綴るが，Or. 9660, fol. 93b の SVL QVL による。
10) D126 は ŠRH と綴るが，Or. 9662, fol. 108b の ŠYR による。
11) Or. 9660, fol. 93b; Or. 9662, fol. 108b による補遺。
12) Or. 9660, fol. 94a は ‘Abd Raḥmān Beg，Or. 9662, fol. 108b は ‘Abd al-Raḥmān Beg と記す。
13) D126; Or. 9660, fol. 94a は MHRM と綴るが，Or. 9662, fol. 108b の MḤRM による。
14) Or. 9662, fol. 109a による補遺。
15) -niŋ oġlï。 Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a による補遺。
16) 本書【p. 128 / fol. 64b】「日本語訳注（5）」40 頁では「カルガリクのハーキム，ミール・アワズ・ベグ，
〔その息子ミール・ニヤーズ・ベグ（Mīr Niyāz Beg）〕」と記されているが，【p. 141 / fol. 71a】「日本
語訳注（6）」63 頁では「カルガリクのハーキム，ミール・ニヤーズ・ベグの息子ミール・アワズ・ベグ」，
【p. 143 / fol. 72a】「日本語訳注（6）」64 頁では「カルガリクのハーキム，ミール・ニヤーズ・ベグ」
と記されている。
17) D126; Or. 9660, fol. 94a は SRYQ，Or. 9662, fol. 109a は SRYĠ と綴る。
18) Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a は Ilyās Mīrāḫūr と記す。
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ンディ ・ースーフィー（Mūndī Ṣūfī），ラフマティ ・ースーフィー（Raḥmatī Ṣūfī），ラーナティ ・ー
スーフィ （ーLa‘natī Ṣūfī） 19），ニヤーズ・スーフィ （ーNiyāz Ṣūfī），クルグズたちのうち，クバード・
ミールザ （ーQubād Mīrzā），ハキーム・ミールザ （ーḤakīm  20）Mīrzā），〔ウマル・ミールザ （ー‘Umar 

















19) Or. 9660, fol. 94a は Qarā Ṣūfī と記す。
20) D126 は ḤKM と綴るが，Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a の ḤKYM による。
21) Or. 9660, fol. 94a による補遺。
22) yaqïn。Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a による補遺。
23) älči。Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a による補遺。
24) laškari。Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a による補遺。
25) nāmasiniŋ。Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a による補遺。
26) qorqup。D126 は QVQVB と綴るが，Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109a の QVRQVB による。
27) ma‘qūl。Or. 9660, fol. 94a; Or. 9662, fol. 109b による補遺。
28) siyāsat āmīz。D126 は āmīz を AMYR と綴るが，Or. 9660, fol. 94a の ĀMYZ による。
29) ruḫṣat。D126 は RVḪṢT と綴るが，Or. 9660, fol. 94b; Or. 9662, fol. 109b の RḪṢT による。




ム猊下〕 32）が高い王座に坐っている。その右手に，聖法を与える人の普及（rawāj 33）-i dihanda-
yi šarī‘at），ヤルカンドのアーラム（a‘lam，最上位の学者）〔すなわち〕ウマル・バーキ ・ーアー
ホン（‘Umar Bāqī Āḫvun），ハージ ・ーアブド・アッラ ・ーアーホン（Ḥājī ‘Abd Allāh Āḫvun），ハー
ジ ・ーウバイド・アッラ ・ーアーホン（Ḥājī ‘Ubayd Allāh Āḫvun），シャ ・ーアブド・アルカーディル・
アーホン（Šāh ‘Abd al-Qādir Āḫvun），ハージー・サーリフ・アーホン（Ḥājī Ṣāliḥ Āḫvun）をは
じめ全てのウラマーたちが坐っている。左手にヤルカンドのハーキム，ガーズィー・ベグ，イ








ホージャム（‘Ināyat Ḫvājam）〕 40），〔親戚の〕 41）スーフィ ・ーホージャム 42），ナスル・アッラ ・ーホー
ジャム（Naṣr Allāh Ḫōjam）〔が坐っている〕。一列後ろに（bir ṣaff kīn）アワズ・ハリーファ（‘Awaḍ 
Ḫalīfa），アブド・アルラフマーン・ハリーファ（‘Abd al-Raḥmān Ḫalīfa），サーリフ・ハリーファ
32) Ḥaḍrat-i Ḫvāja Jahān Ḫvājam。Or. 9660, fol. 94b による補遺。
33) D126 は ARVAḤ と綴るが，Or. 9660, fol. 94b; Or. 9662, fol. 109b の RVAJ による。
34) Beg。Or. 9660, fol. 94b; Or. 9662, fol. 109b による補遺。
35) Ōfāldïn。D126 は AVFAL と綴るが，Or. 9660, fol. 94b の AVFALDYN による。オパルはカシュ
ガル城市から西南西およそ 46km に位置する町（Opal Bazar）。Sven Hedin, Central Asia Atlas (The 
Sino-Swedish Expedition, Publication 47, I. Geography, 1), Stockholm: Statens Etnografiska Museum, 
1966, NJ43 の地図参照。
36) D126 は nīm を NM と綴るが，Or. 9662, fol. 110a の NYM による。
37) ホージャ・アブド・アッラー・ホージャム，ムーミン・ホージャム，エルケ・ホージャムは，ホージ
ャ・ジャハーンの弟ユースフ・ホージャムの息子たちである（本書【p. 69 / fol. 35a】「日本語訳注（3）」
48-49 頁参照）。
38) ヤフヤ ・ーホージャムはホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの息子である（本書【p. 
65 / fol. 33a】「日本語訳注（3）」44 頁参照）。
39) ウマル・ホージャムはホージャ・ジャハーンの娘婿である（本書【p. 110 / fol. 55b】「日本語訳注（5）」
23 頁参照）
40) Or. 9660, fol. 94b; Or. 9662, fol. 110a による補遺。イナーヤト・ホージャムはホージャ・ジャハーン
の娘婿である（本書【p. 159 / fol. 80a】「日本語訳注（6）」76 頁参照）。
41) ḫvīšlardïn。Or. 9660, fol. 95a による補遺。
42) スーフィー・ホージャムはホージャ・ジャハーンの娘婿である（本書【p. 130 / fol. 65b】「日本語訳
注（5）」41 頁，注 114 参照）。
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（Ṣāliḥ Ḫalīfa），ムハンマド・アブド・アッラー・ブカーウル，シハーブ・アッディーン・ブカー
ウル，フラト・コズ・ケレクヤラグ（Fulat Qozï Keräk-yaraġ） 43），〔サービル・ケレクヤラグ（Ṣābir 
Keräk-[ya]raġ）〕 44），ダルヴィーシュ・ブカーウル，ホージャシュ・ホージャ（Ḫōjaš 45） Ḫōja），ホー
ジャム・ナザル・ホージャ（Ḫōjam Naẓar Ḫōja），アルース・ミールザー（‘Arūs Mīrzā），トゥー
カール・ミールザー（Tūqāl Mīrzā） 46），トゥルスン・カシュカ（Tūrsūn Qāšqa），ホタンからの
シャー・ズィヤードゥーン・ハリーファ（Šāh Ziyādūn Ḫalīfa），ホージャ・ラーク・ハリーファ
（Ḫōja Lāq Ḫalīfa），トフタ・ホージャ（Tōḫta Ḫōja），アク・ブルト（Aq Būrūt），それ以外に騎











43) D126 は Fulat を QVLAT と 綴 る が，Or. 9660, fol. 95a の FLAT，Or. 9662, fol. 110a の FVLAT
による。Keräk-yaraġ（Keräkyarāq）には「宮廷必需品（Hofbedarf）を調達する人」（Gerhard 
Doerfer, Türkische und Mongolische Elemente im Neupersischen, Band 3, Wiesbaden: Franz Steiner, 
1967, p. 593）の意味がある。アキムシュキン氏は「軍隊に必要な装備，糧食，馬糧，武器の諸地
区，諸地方からの納入を司る国家組織の役人。その職務は時により同一ではなく，変化した」（O. 
F. Akimushukin, Shakh Makhmud ibn Mirza Fazil Churas, Khronika, Kriticheskii tekst, perevod, 
kommentarii, issledovanie i ukazateli, Moscow: Nauka, 1976, p. 293, note 184）と解説している。清
朝治下では「克勒克雅喇克伯克」と表記され，「商賈貿易，徴収其税入者」などの説明がある（佐口透
『18-19 世紀 東トルキスタン社会史研究』東京：吉川弘文館，1963 年，114-115 頁）。
44) Or. 9662, fol. 110a による補遺。ただし，Or. 9662 は Fulat Qozï Keräk-yaraġ を Fulat Qozï Keräk-
raġ と誤記しているので，同様の誤りとみなし，ya を補いサーリフ・ケレクヤラグとする。
45) D126 は JVJŠ，Or. 9660, fol. 95a は ḪVAJŠ，Or. 9662, fol. 110a は ḪVJAŠ と綴る。
46) トゥーカール・ミールザーはクルグズであり，アルース・ミールザーも同様であろう（本書【p. 160 
/ fol. 80b】「日本語訳注（6）」77 頁参照）。
47) išqa。Or. 9660, fol. 95a の AŠQH，Or. 9662, fol. 110b の AŠ QH による補遺。
























49) Dabāčī törälikdin ma‘zūl bolup Īlānïŋ mutafarriqa bolġanï ḥālā。 D126 は「ダバチが王となった」と
記すが，Or. 9660, fol. 95a-b; Cf. Or. 9662, fol. 110b による。
50) Ḫāqān。D126 は ḪAN と綴るが，Or. 9660, fol. 95b の ḪAQAN による。
51) Yārkand diyārï。Or. 9662, fol. 110b は「モグーリスターン地域（Mōġūlistān diyārï）」，Or. 9660, 
fol. 95b はその誤記であろうが，Mūlistān diyārlarï と記す。
52) Or. 9660, fol. 95b は「シナ皇帝（Ḫāqān-i Čīn）」と明記する。
53) Ḫāqān。D126 は ḪAN と綴るが，Or. 9662, fol. 111a の ḪAQAN による。
54) nāma-i fasād- āmīz。D126 は FSAD NAMH AMYZ と語順を間違えており，Or. 9660, fol. 95b; Or. 
9662, fol. 111a の NAMH FSAD AMYZ による。
55) rīza rīza qïlïp。D126 は rīza rīza を ZYRH ZYRH と誤記しており，Or. 9660, fol. 96a の RYZH 
RYZH による。
56) Ḫāqān。D126 は ḪAN と綴るが，Or. 9662, fol. 111b の ḪAQAN による。
57) šīr-i ġurrān。D126; Or. 9662, fol. 111b は ġurrān を ĠVRAN と綴るが，A グループの写本（Turk d. 
20, fol. 129b; D191, fol. 143b; ms. 3358, fol. 199a）の ĠRAN による。
58) mas
ˉ
al。Or. 9660, fol. 96a; Or. 9662, fol. 111b の MS
ˉ
L による補遺。














ウラマーたちとアミールたち 59）を，さらに国 60）の全ての首領（sardār)，千人長 61），百人長（yüz 
bašï）を集めた。〔上官の？〕無い者たち（yoqlar）を探し出し 62），同様にサーンジュー（Sānjū） 63）
からサイイド・バシャル・ホージャ（Sayyid Bašar 64） Ḫōja），カルガリク（Qārġālīq） 65）からイブラー
ヒーム・ホージャ（Ibrāhīm Ḫōja），ミール・アーザム・ホージャ（Mīr A‘ẓam Ḫōja），「二つの
川のあいだ」 66）からターリブ・ホージャ（Ṭālib Ḫōja），城市（šahr）からアブドゥ・ラヒーム・
59) umarālar。D126 は umarā を ‘MRA と綴るが，Or. 9660, fol. 96b; Or. 9662, fol. 112a の AMRA に
よる。
60) yurt。D126 は YVRVT と綴るが，Or. 9660, fol. 96b; Or. 9662, fol. 112a の YVRT による。
61) miŋ begi。D126 は単に MNKY と記す。Or. 9660, fol. 96b の MYNK BYKY による。なお，Or. 
9662, fol. 112a は「全ての首領たちのうち千人長（tamām sardārlardïn miŋ bašï）」と記す。
62) istäp tafïp。istäp は，D126; Or. 9660, fol. 96b; Or. 9662, fol. 112a ともに ASTAB と綴られている。
63) ヤルカンド城市から東南およそ 150km のグマ（Guma Bazar）からさらに南南東およそ 50km に位置
する Sanju Bazar，もしくはその傍らを流れる河川（Sanju Darya）に当たろう。Sven Hedin, Central 
Asia Atlas, NJ44 の地図参照。
64) D126 では ŠYR を線で抹消し，BŠR を加筆している。Or. 9660, fol. 96b は BŠR，Or. 9662, fol. 
112a は ŠYR と綴る。
65) ヤルカンド城市の南南東およそ 60km に位置する。現在の葉城（Qaghiliq）。Sven Hedin, Central 
Asia Atlas, NJ43 の地図参照。
66) Iki sunïŋ arasï。Or. 9662, fol. 112a は「二つの川の島（iki sunïŋ aralï）」と記す。ヤルカンド本城の
西 100 里に「伊奇蘇寧阿喇斯（Iki suniŋ arasi）」という行政単位（村庄）がある（堀直「清代「葉爾羌」
の境域」『甲南大学紀要』文学編 134，歴史文化特集，2004 年，99-100 頁の表参照）。
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ホージャ（‘Abdū Raḥīm 67） Ḫōja），ヤークーブ・ホージャ（Ya‘qūb Ḫōja），オフル 68）から〔ホー
ジャム・ヤール・ホージャ（Ḫvājam Yār Ḫvāja）〕 69），ホージャム・ニヤーズ・ホージャ（Ḫōjam 
Niyāz Ḫōja），カマール・ホージャ（Kamāl Ḫōja），ムッラー・ユーヌス（Mullā Yūnus），ムッ
ラー・クトゥルク（Mullā Qutluq），タガルチ 70）からクルバーン・ホージャ（Qurbān 71） Ḫōja），
ミーシャール（Mīšār） 72）からナビーラ・ホージャ（Nabīra Ḫōja），カームラー 73）からアブドゥ・
ラヒーム・ホージャ（‘Abdū Raḥīm 74） Ḫōja），ラバートチ 75）からアルマース・ホージャ（Almās 
Ḫōja），フスカム（Fūskām） 76）からユースフ・ホージャ（Yūsuf Ḫōja），さらにまた，国の長（ra’īs-i 
mamlakat）を全て集め，口を開いて次のように発言した。すなわち，「おお，ヤルカンドの人










67) Or. 9662, fol. 112a では ‘Abd al-Raḥīm。
68) Ofur ? < AVFR。Or. 9662, fol. 112a は AVFRY，Or. 9660, fol. 96b は AVRFY と綴る。ヤルカンド
本城の東北 30 里に「阿布普爾（Af fur / 窩坡爾」という行政単位（村庄）がある（堀直「清代「葉爾羌」
の境域」99-100 頁の表参照）。
69) Or. 9660, fol. 96b による補遺。
70) Taġarčï < TĠARJY。ヤルカンド本城の北 20 里に「塔噶爾齊（Takharji）」という行政単位（村庄）
がある（堀直「清代「葉爾羌」の境域」99-100 頁の表参照）。
71) D126 は QVRBAN と綴るが，Or. 9660, fol. 96b; Or. 9662, fol. 112a の QRBAN による。
72) ヤルカンド本城の北 15 里に「密什雅爾（Mish Yar）/ 密沙爾」という行政単位（村庄）がある（堀直「清
代「葉爾羌」の境域」99-100 頁の表参照）。
73) Kāmrā < KAMRA。ヤルカンド本城の西 20 里に「喀瑪喇克（Qamraq）/ 克瑪拉 / 喀瑪拉」という
行政単位（村庄）がある（堀直「清代「葉爾羌」の境域」99-100 頁の表参照）。
74) Or. 9662, fol. 112a では ‘Abd al-Raḥīm。
75) Rabātčï。Or. 9660, fol. 96b の RBATJYによる。D126 は RBAJJY，Or. 9662, fol. 112a は
RBADJY と綴る。ヤルカンド本城の西 70 里に「喇巴特齊（Rabatji）」という行政単位（村庄）がある（堀
直「清代「葉爾羌」の境域」99-100 頁の表参照）。
76) ヤルカンドの南方 25km に位置するポスガム（Posgam）に当たろう。Sven Hedin, Central Asia 
Atlas, NJ43 の地図参照。
























77) D126 は NAY と誤記するが，Or. 9660, fol. 97a; Or. 9662, fol. 112b の PAY による。
78) Rustam-i Dastān。ルスタムは『シャー・ナーマ』に登場するイランの伝説的英雄で，ダスターンは
その父の名。なお，D126; Or. 9660, fol. 97b; Or. 9662, fol. 113a は後者を DASTAN と綴る。
79) seniŋdin。D126 は SNVNKDYN と 綴 る が，Or. 9660, fol. 97b の SNYNKDYN，Or. 9662, fol. 
113a の SNNKDYN による。
80) makkār。D126 は M KAR と綴るが，Or. 9660, fol. 97b; Or. 9662, fol. 113a の MKAR による。
81) naḥs-i akbar。D126 は naḥs を NḪS と綴るが，Or. 9660, fol. 97b; Or. 9662, fol. 113a の NḤS による。
82) bī-raḥm。D126 は raḥm を RḪM と綴るが，Or. 9660, fol. 97b の RḤM による。


























84) miŋ begi。Or. 9662, fol. 113b は miŋ bašï と記す。
85) Yārkandgä。Or. 9660, fol. 97b; Or. 9662, fol. 113b による補遺。
86) kök gunbaẕnï fur čïrmadï。「満たした」の訳語は確実ではない。
87) ‘Ṣ‘ṢH。この語の読みと意味を解し得ない。
88) D126 は KR‘，Or. 9660, fol. 98a は KRV，Or. 9662, fol. 113b は KR‘H と綴るが，読みと意味を解
し得ない。
89) ‘Ṣ‘ṢH。この語の読みと意味を解し得ない。
90) nāma ḫān。Or. 9662, fol. 114a は munšī（書記）と記す。
91) rizq。Or. 9660, fol. 98a による補遺。












なたたちの順番の始まりである。いかようであれ，我々の目的は【p. 175 / fol. 88a】このカーフィ
ルたちの足跡からこの国（bu yurtlar 93））を清めることである。聖戦（ġazāt）は，他の者たちにとっ













92) yāvarlik。D126 は YARVRLYK と綴るが，Or. 9660, fol. 98b; Or. 9662, fol. 114a の YAVRLYK に
よる。
93) D126 は YVRVTLAR と綴るが，Or. 9660, fol. 98b; Or. 9662, fol. 114b の YVRTLAR による。




96) fāš。D126 は FARS と綴るが，Or. 9662, fol. 114b の FAŠ による。
97) bir kiši。D126 は「二人（iki kiši）」と記すが，Or. 9662, fol. 115a による。
－ 42 －
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ようなよく知られた諺がある。城市の城壁 98）が紙で出来ていても，武器 99）が針 100）で出来てい
ても，人々が弱い者であっても，城市のなかから崩れない限り，外から取ることはできない。我々
















177 / fol. 89a】次のように助言した。すなわち，「我が娘婿，ガーズィー・ベグには，一人
の・・・ 105）の者がいた。ダヴァン・ホージャ（Davān Ḫōja）という名。彼には，一人のワズィー
98) safīl。D126 は ṢFL と綴るが，Or. 9660, fol. 99a; Or. 9662, fol. 115a の SFYL による。
99) ḥarba。D126; Or. 9660, fol. 99a; Or. 9662, fol. 115a は HRBH と綴るが，ḤRBH の誤記とみなす。
100) ignä。D126 は NYKH と綴るが，Or. 9660, fol. 99a の AYKNH による。
101) yüzdin birgä nawbat yetmäy dur。今はその時ではない，という意味であろうか。
102) sipāhgarčilik pütmäs。D126 は pütmäs を TVTMAS と綴るが，Or. 9662, fol. 115b の PVTMAS
による。
103) Arqamïz avulluq iki avulluq taġqa yölänip durmïz。「二つの遊牧集落」とは，シナ皇帝とアムルサ
ナーそれぞれの勢力圏の暗喩であろう。なお，avulluq は D126; Or. 9660, fol. 99b の AVLLVQ による。
Or. 9662, fol. 115b は AVLKVK と綴る。
104) A グループの写本の Turk d. 20, fol. 143b では「今や，このヤルカンド城市，むしろ城壁のなかの
みが残っている」， D191, fol. 148a では「今や，そなたたちのこの城市のみが残っている」， ms. 3358, 
fol. 204a では「今や，このヤルカンド城市，城壁のなかのみが残っている」と記されている。
105) MVYVM SAZ。読みと意味を解し得ない。





























108) A グループの写本（Turk d. 20, fol. 136a; cf. D191, fol. 149b; ms. 3358, fol. 205b）は「バハードゥル・
ベグの息子たち，クチャのハーキム，アッラ ・ークリ・ベグ，その弟ムハンマド・ヤール・ベグ」（Bahādur 
Begniŋ oġlanlarï Kūčā ḥākimi Allāh Qulï Beg inisi Muḥammad Yār Beg）と血縁関係を明白に記すが，
フダー・ヤール・ベグの名を挙げていない。
109) Šīr。D126 は ŠRH と綴るが，Or. 9660, fol. 100b の ŠYR による。
110) 「この尊師たち」とは，ヤルカンドのホージャ・ジャハーン・ホージャムたちのことであろう。
111) Har bāra bular bu ‘azīzlarnïŋ ḥaqqïda nā-ma‘qūl sözlär bašlar erdi。Or. 9660, fol. 100b; cf. Or. 










園のひっそりとした隅（ḫalwat gūšasï）から坑道 113）を掘って三十グラチュ 114）地面を正確にう
がち，城壁の外側は崖であったが，その崖から穴をあけて出るのを目指して，騎馬の者が二人
並んで進めるほどの坑道を〔掘り〕始めた。坑道の入口に門を取り付けた。「その目的は，坑
















112) qasam。Or. 9662, fol. 116b による補遺。
113) naqb。D126; Or. 9660, fol. 100b; Or. 9662, fol. 117a は LQB と綴るが，A グループの写本の Turk 
d. 20, fol. 136b; D191, fol. 149b; ms. 3358, fol. 206a の NQB による。
114) ġulač。D126 は ‘LAJ と綴るが，Or. 9660, fol. 100b; Or. 9662, fol. 117a の ĠVLAJ による。グ
ラチュは 1 尋（ひろ）の長さ（Gunnar Jarring, An Eastern Turki-English Dialect Dictionary, Lund, 
1964, p. 112; 堀直「18 ～ 20 世紀・ウイグルの度量衡について」『大手前女子大学論集』第 12 号，
1978 年，59 頁の qūlāch）。
























さて，この頃【p. 181 / fol. 91a】ホージャ・マースーム（Ḫōja Ma‘ṣūm），バイ・フラト（Bay 
Fulat） 119）をはじめ幾らかの者たちを，カルマクに心寄せる言葉を発したであろうと言って，捕
115) yutup。D126 は BVTVB と綴るが，Or. 9660, fol. 101b; Or. 9662, fol. 117b の YVTVB による。
116) Aṣlï Qālmāq kerākeš saudāgarlarïdïn erdi (Or. 9662, fol. 118a)。D126 は「 勇 敢 な 商 人 」（Aṣlï 
Qālmāq karrār saudāgarlarïdïn erdi），Or. 9660, fol. 101b は単に「商人」（Qālmāqnïŋ saudāgarlarïdïn 
erdi）と記す。
117) Taġ-boyï (<TAĠ BVYY)。地図上に比定できていない。原義は「山のふち，山麓」。
118) ḫān kerek-yaraġï。D126 は ḪAN KRAK YRAĠと綴るが，Or. 9662, fol. 118a の ḪAN KRK 
YRAĠY による。ケレクヤラグについては，前述の【p. 167 / fol. 84a】の訳注を参照されたい。
119) Or. 9662, fol. 118a は「ホージャ・マースーム・バイ，ムッラ ・ースィッディーク，バイ・フラト」（Ḫvāja 


























120) zindān ruṭūbatlik namnāk kelip bular tola ḍa‘īf bolup。Or. 9660, fol. 102a; cf. Or. 9662, fol. 118a
による補遺。
121) Or. 9660, fol. 102a は「私はホージャ・ブルハーン・アッディーン・ホージャムに従った」（Ḫvāja 
Burhān al-Dīn Ḫvājamġa tābi‘ boldum）と記す。
122) fulān küni。A グループの写本の Turk d. 20, fol. 138a は「水曜日の夜明けに」（čahār-šanbe küni 
saḥar waqtïda）， D191, fol. 151a; ms. 3358, fol. 207b は「水曜日」（čahār-šanbe küni）と記す。
123) シャーディヤーナは「勝利，成功などを祝福するために演奏される祝賀の音楽，喜びのメロディー」
のこと（本書【p. 142 / fol. 71b】「日本語訳注（6）」64 頁の注 78 参照）。
124) dawr ba-dawr。D126 は DVR V BDVR と綴るが，Or. 9662, fol. 118b の DVR BH DVR による。
125) Ḫāqān-i Čīn。D126 は Ḫāqān とのみ記すが，Or. 9660, fol. 102a に従う。
126) Or. 9660, fol. 102b は「ホージャ・ジャハーン・ホージャム猊下」（Ḥaḍrat-i Ḫvāja Jahān Ḫōjam），
Or. 9662, fol. 118b は「ホージャ・ジャハーン・アズィーズ」（Ḫvāja Jahān ‘Azīz）と名を明記する。

















を連れてくるよう命令した。ホージャ・クトブ・アッディーン・ホージャム（Ḫōja Quṭb al-Dīn 




127) buljaq。D126 は BVLḤAQ と 綴 る が，Or. 9660, fol. 102b の BVLJAQ に よ る。 シ ョ ー 氏 は
BVLJAQ を buljáq と転写し，‘a rendezvous, a station for troops’ と解釈している （Robert Barkley 
Shaw, A Sketch of the Turki Language as Spoken in Eastern Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 




128) sag。Or. 9660, fol. 103a は「不運なカーフィル」（kāfir-i bad-baḫt），Or. 9662, fol. 119b は「カーフィル」
（kāfir）と記す。
129) ホージャ・ジャハーンの弟・ホージャ・ユースフの息子（本書【p. 69 / fol. 35a】「日本語訳注（3）」
48 頁参照）。
130) ホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの息子（本書【p. 65 / fol. 33a】「日本語
訳注（3）」44 頁参照）。
131) ikövlän。D126 は AYKVN と綴るが，Or. 9662, fol. 119b の AYKVLAN による。





























133) ḫān yarlïġï。D126 は ḪAN YARLĠ と綴るが，Or. 9660, fol. 103b; Or. 9662, fol. 120a の ḪAN 
YARYĠY による。
134) D126; Or. 9660, fol. 103b; Or. 9662, fol. 120a は ḫōjā と記す。
135) ḫaṭṭ-i muhr-dār。D126 は ḫaṭṭ-i mamhūr-dār と記すが，Or. 9660, fol. 103b による。
136) sorun ḫāna もしくは sürün ḫāna。sorun，sürün の読みと語義について，本書【p. 47 / fol. 24a】「日
本語訳注（2）」111 頁，注 139 を参照していただきたい。
137) dedilär。Or. 9660, fol. 104a による補遺。



























138) Ḫvāja。Or. 9660, fol. 104b による補遺。
139) umarālar。D126 は ‘MRALAR と綴るが，Or. 9660, fol. 104b; Or. 9662, fol. 120b の AMRALAR
による。
140) D126 は ZYR と綴るが，Or. 9662, fol. 121a の RYZ による。
141) Yārkand dil- āvarlarï。Or. 9662, fol. 121a による補遺。





























143) nuḥūsat。D126 は NḪVST と綴るが，Or. 9660, fol. 105a; Or. 9662, fol. 121b の NḤVST による。
144) fïčaq fïčaq qïldï。fïčaq (<FJQ) を pïčaq（ナイフ，短刀）の訛音とみなし，比喩的な表現と考えた。
なお，Or. 9662, fol. 121b は FJYQ FJYQ，Or. 9660, fol. 105a は PARH PARH と綴る。後者によれば，
「ばらばらにした」（pāra pāra qïldï）となる。
145) üčünči küni。D126 は üčünči とのみ記すが，Or. 9660, fol. 105b; Or. 9662, fol. 122a による。
146) アルトゥンはヤルカンドの著名な墓地の名である。
147) tā-ki üzäsigä čïqïp säfildäkilärni nišānalap atqay。Or. 9662, fol. 122b による補遺。
－ 50 － － 51 －
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り高い・・・を作っている 148）。翌朝〔になると〕，ヤルカンドの勇者たちが石油 149）の・・・ 150）
で火を点ける。どれほど減じている〔だろうか〕，木やこっぱが一時間で燃えて灰になっている。
いくらかの素早い者たちは逃げて避難している。この事の多くはカバグ・アトク門（Qabāġ-ātqū 







ジャ・ブルハーン・アッディーン【p. 189 / fol. 95a】の側に心を寄せた。ハーナカーフ









148) D126 は ŠYBH qïla durlar，Or. 9660, fol. 106a; Or. 9662, fol. 122b は ŠBH qïla durlar / dur と記す。
ŠYBH / ŠBH の読みと意味は不明であるが，文脈からすれば，攻城のための木製の構築物であろう。
149) naft。D126 は NF と綴るが，Or. 9660, fol. 106a; Or. 9662, fol. 122b の NFT による。
150) QARH’。読みと意味を解し得ない。
151) ヤルカンド城市の北東の門。本書【p. 103 / fol. 52a】「日本語訳注（4）」102 頁，注 149 参照。
152) mulčar (MLJR)。mulčar について，間野英二『バーブル・ナーマの研究 III』京都：松香堂，1998 年，
382 頁，注 1117 及び 533 頁等の訳文を参照。
153) intiẓār。D126 の綴りは乱れており，Or. 9660, fol. 106b; Or. 9662, fol. 123a の ANTẒAR による。
154) D126 は ḪANQA，Or. 9662, fol. 123a は ḪANH QH と綴るが，Or. 9660, fol. 106b の ḪANQAH
による。
155) ヤルカンド城市の南の城門。堀直「回疆都市ヤールカンド――景観的復原の試み――」『甲南大学紀
要 文学編』63，社会科学特集，1987 年，40-41，49 頁参照。
156) ヤルカンド城市の東側の城門。本書【p. 162 / fol. 81b】「日本語訳注（6）」79 頁，注 173 参照。




























ン・ホージャム猊下の御前に行き，【p. 191 / fol. 96a】次のように上申した。「おお，世界の帝王よ，
我々はいつまで，このように閉じ込められているのか。結局，城市のなかにいるムスリムたち
は窮してしまう。ある者たちは飢えて乗用動物を殺して食べる。大多数の人びとに無力感が生
158) kāvāk。D126 は KVAK と綴るが，Or. 9660, fol. 107a の KAVAK による。
159) malāl bolduq。D126 は malāl を MALAL と綴るが，Or. 9660, fol. 107b; Or. 9662, fol. 124a の
MLAL による。













で，私自身が先頭に立って出る。〔両軍が〕 165）一，二度，戦場でまみえたのち（bir iki maydān 
alïšqandïn soŋ），私は右〔翼〕から左〔翼〕へ向かうことにする。〔私の方面に皆が向かい，攻








160) bolup。Or. 9660, fol. 108a; Or. 9662, fol. 124b による補遺。
161) jang。Or. 9660, fol. 108a; Or. 9662, fol. 124b による補遺。




164) gardišġa kigürdilär。gardiš を，D126; Or. 9660, fol. 108a; Or. 9662, fol. 124b は KRDYŠ と綴る。
165) iki laškar。Or. 9660, fol. 108b による補遺。
166) Meniŋ ṭarafimgä hama yüzlänip hujūm äyläp aṭ salsunlar。Or. 9660, fol. 108b; Cf. Or. 9662, fol. 
124b-125a による補遺。
167) ḫūb。Or. 9660, fol. 108b による補遺。
168) meniŋ。D126 は MNM と綴るが，Or. 9660, fol. 108b; Or. 9662, fol. 125a の MNYNK による。
169) ḫūb。Or. 9660, fol. 108b による補遺。







に 173）〔時どき〕 174）左翼に騒動を生じさせていた（qozġalan salur edilär）。しかし，ガーズィー・
ベグは押しとどめて，射ることを許さないでいた。しかしながら，それとともに，ホージャ・
ブルハーン・アッディーンの軍を数ファルサング後退させた。死体で塚を築くような事態に近














【p. 194 / fol. 97b】門から出る状況ではなかった。押し合いへしあいしている。仕方なく，城壁
からロープで〔降り〕 177），自身の家僕（ḫādim）トゥーカール・ミールザー，ホージャム・ヤー
171) Or. 9660, fol. 108b-109a は，「クチャー，アクス，ウシュ，カシュガル，アルトゥシュ，イェンギ・
ヒサール，カルマク，クルグズ，タグリク，中国人からなり」（Kūčār Āqsū Ūš Kāšqar Artūš Yeŋī-
Ḥiṣār Qālmāq Qïrġïz Taġlïq Ḫïṭāy bolup）と記す。
172) ホージャ・ブルハーン・アッディーンの軍は一糸乱れずに統一されているという比喩の表現であろ
うか。
173) maymanagä。D126 は「右翼を」（maymanani）と記すが，Or. 9662, fol. 126a による。
174) gāhī。Or. 9662, fol. 126a による補遺。
175) アンディジャンのクルグズの首領，クバード・ミールザーである。本書【p. 116 / fol. 58b】「日本
語訳注（5）」28 頁参照。
176) laškarni jangdaġan bolup。jangdaġan を，D126 は JANK ĠAN と綴るが，Or. 9660, fol. 109b の
JANKDAĠAN による。jangda- を，jang（銅鑼）に動詞化の接字 -da- がついたものと解した。
177) tüšüp。Or. 9660, fol. 110a; Or. 9662, fol. 126b による補遺。



























178) iči。Or. 9660, fol. 110a; Or. 9662, fol. 127a による補遺。
179) čïrlaġalï。D126 は ČARLAĠALY（čarlaġalï「偵察しに」）と記すが，Or. 9660, fol. 110b; Or. 
9662, fol. 127a の ČRLAĠALY による。なお，すぐあとの行で，D126 は ČRLAĠALY と綴る。　
180) bu kün。D126 は「数日」（nečä kün）と記すが，Or. 9660, fol. 110b; Or. 9662, fol. 127b による。
181) ヤルカンドのアーラム（a‘lam，最上位の学者）である（本書【p. 111 / fol. 56a】「日本語訳注（5）」





























185) bašïda。D126 は TAŠYDA と綴るが，Or. 9660, fol. 111b; Or. 9662, fol. 128a の BAŠYDA による。
186) D126 は KVKSMH，Or. 9660, fol. 111b; Or. 9662, fol. 128a は KVKSVMH と綴る。読みと意味
を解し得ない。
187) tuz ḥarāmï。塩（恩恵）を施した人に忠誠を尽くさない者ということであろう。
188) yā yerim yïl。Or. 9660, fol. 111b; Cf. Or. 9662, fol. 128b による補遺。






















189) birlä。Or. 9660, fol. 111b; Or. 9662, fol. 128b による補遺。
190) bir。D126 は BAR と綴るが，Or. 9660, fol. 112a; Or. 9662, fol. 129a の BR による。
191) payimizgä。D126 は FSYMZĞH，Or. 9660, fol. 112a は QṢDYMZKH と綴るが，Or. 9662, fol. 
129a の PYY MYZKA による。
192) kam-kāsalïq。D126; Or. 9660, fol. 112a; Or. 9662, fol. 129a は KM KASLIQ / KM KAS LIQ と綴
るが，KM KASHLIQ / KM KASH LIQ 誤記とみなした。
193) D126 のみが DYDARY QVRĠV と記し，Or. 9660, fol. 112a; Or. 9662, fol. 129a にはない。「その
外見が恐怖」（dīdārï qorġu）と強いて読むこともできるが，文脈にそぐわない。城門に付属する設備
を指しているのであろうか。
194) D126; Or. 9660, fol. 112b は TAŠKARQAB，Or. 9662, fol. 129b は TAŠYR QAB と記す。tašqarï
（「そと」）から派生した動詞と思われる。




















199 / fol. 100a】決して容赦しないでいる。誰かあとに残ったり，へりに出るならば，クルグズ
197) Har bir jangal eŋ čïčġan (<JJĠAN ) azġan。
198) D126 は QVNK DVĠVTKN，Or. 9660, fol. 112b は QVNKRAĠVTYKN，Or. 9662, fol. 129b は
QVNKRVĠVTKAN と綴る。『五体清文鑑』に「QVNKRAĠVTYKAN，毒木」とあり，『五體淸文
鑑譯解』は「樹名。木質黄色で密。実は紅いがあたるので食えない。弩弓，矢柄を削る器また矢柄など
に造る」の釈義を載せ，kongra u tik’an と転写する（『五体清文鑑』III，民族出版社，1957 年，4044 頁，
田村實造，今西春秋，佐藤長（編纂）『五體淸文鑑譯解』上巻，862-863 頁，No. 15201）。
199) ヤルカンド・オアシスを形成する主要な河。
200) yerlärniŋ。D126 は YRDYNK と綴るが，Or. 9660, fol. 113a の YRLARNYNK による。
201) igizlik。D126 は AKRLY(/N)K と綴るが，Or. 9660, fol. 113a の AYKZLYK または Or. 9662, fol. 
130a の AYKYZLYK による。
202) tegsä。Or. 9660, fol. 113a; Or. 9662, fol. 130a による補遺。
203) säkräp。D126 は SKRTYB と綴るが，Or. 9660, fol. 113a; Or. 9662, fol. 130a の SKRYB による。
204) qurušqun。D126 は QVAVŠ QAN と綴るが，Or. 9660, fol. 113a の QVRVŠQVN による。
205) säkräp。D126 は SKRTYB と綴るが，Or. 9660, fol. 113a; Or. 9662, fol. 130a の SKRYB による。
206) birlä。Or. 9660, fol. 113a; Or. 9662, fol. 130a による補遺。





1994 年，207-208 頁参照。なお，yantaq は，砂漠に生育する刺のある草木の名である。




























208) ḥujjat。D126 は HJT と綴るが，Or. 9660, fol. 113a; Or. 9662, fol. 130a の ḤJT による。
209) tamġaqsïz。クルグズを悪く言う比喩と思われる。
210) nišā。D126 は NŠAH と綴るが，Or. 9660, fol. 113a の NŠA による。
211) ‘azīzlarnïŋ guẕaštadïn。D126 は ‘azīz sar- guẕaštadïn と記すが，Or. 9660, fol. 113b による。
212) ġam-nāk。D126; Or. 9660, fol. 113b は NAZVK と綴るが，Or. 9662, fol. 130b の ĠMNAK による。











214) mūsawīlar。D126 は MVSAVYLAR，Or. 9660, fol. 113b は MVSYVYLAR と綴る。以下，この
語の綴りの異同について注記しない。
